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労働組合存亡の危機!?

今、日本では失業率が5パーセントを超

え、リストラの嵐が吹き荒れ、外注化が進

み、年金の減額や増税さえささやかれて

いる。サラリーマンにとっては厳しい時代

である。

こんな時こそ労働組合がその真価を発

揮する……はずなのだが、労働組合の組

織率は低下する一方だという。正社員中

心の企業別労働組合を前提とする既存の

労働組合では、現在のように多様化した

就業形態に対応ができなくなってしまった

からだとも言われるが、最大の理由は、要

するに「労働運動がおもしろくない」という

ことだろう。

ピラミッド型の中央集権的な意思決定

でしか物事が動かない、古くさい縦割り

の労組では、末端の組合員は単なる駒に

過ぎない。組合員がやることは、言われ

たとおりにデモにでかけて、言われたと

おりのシュプレヒコールを叫び、ひたすら

組合費を払うだけだと言ったら言い過ぎ

だろうか。

インターネット時代の

労働運動の姿とは

だが、そんな労働運動の世界も、最近

になって少しずつ変わり始めている。新し

い労働運動のキーワードが、インターネッ

トだ。特に個人加盟ができる一般労組や

合同労組*1が、積極的にインターネットに

取り組んでいる。

たとえば、主に若い労働者を中心とす

る「首都圏青年ユニオン」は、インターネッ

トを積極的に使ってキャンペーンを展開

し、成果を上げているという*2。若い人が

中心の組合だけに、活動もサークルのノ

リだ。

またインターネットを通じた労働相談を

行っている組合も多い。中でも「東京一般

労組」は、早くからインターネットの可能性

に着目してきた労働組合だ。インターネット

を通じて労働相談を受け付ける「お助け

ねっと」や、東京一般労組の準組合員と同

等の組合員資格を得られる「サイバーユニ

オン」を運営している。

インターネットでの労働組合としては、「東

京東部労組」という地域合同労組を母体

とする「ジャパンユニオン」というユニーク

なバーチャル労働組合がある。

ジャパンユニオンは、「気軽に参加できる

労働組合」を目指して立ち上げられたとい

う。「労働組合」というと、普通の人には何

となく敷居が高いものだが、ジャパンユニ

オンはインターネットで加入の申し込みが

でき、組合費も安い。積極的に参加する

労働組合離れに歯止めがかからない。理由は簡単である。今の労働組合には魅力がない
からだ。しかし硬直した労働組合の組織や運営を超え、インターネットを武器に魅力ある
労働運動を模索する人々がいる。

Text by  安田幸弘

第3回 万国の労働者はインターネットで団結せよ
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サイバーユニオンは個人でも加入できる労働組合。また
職場で労働組合を作りたい人への支援も行う

この「ジャパンユニオン」のように、国内にもインターネッ
トで活動する労働組合が存在する
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もよし、組合費を払って送られてくるメー

ルマガジンを読むだけでもよし、である。

しかしいざ争議ともなれば、バーチャ

ルとはいえ、本格的な労働組合*3だ。相

手がしぶとい場合は現地の労組を紹介し

てもらうことになるそうだが、実際にジャ

パンユニオンとの間でのメールや電話、郵

便などで解決したケースもあるという*4。

開かれたネットワークで

情報交換を

インターネットの労働運動と言えば、「レ

イバーネット日本」というグループがある*5。

「レイバーネット」は、90年代に米国で始

まった労働関係の情報交換ネットワーク*6。

当時はパソコン通信のネットワークだった

が、英国の労働活動家がインターネットを

使った国際的なキャンペーン*7を成功さ

せ、インターネットの普及とともに、世界各

国に労働運動のネットワークとしてのレイ

バーネットが誕生、現在では8か国*8でレ

イバーネットという名前の情報交換ネットワ

ークが稼働している。

レイバーネットは、労働組合のようなピ

ラミッド型の中央集権的な組織ではなく、

開かれたネットワークだ。各国のレイバー

ネットは、単に名前と理念を共有するだけ

で、組織的なつながりは一切ない。また、

レイバーネットはあくまでもネットワークで

しかなく、それ自体で何かの主張をする

ということもない。資本のグローバリズム

には、労働者のグローバリズムで対抗*9す

るとでも言えようか。

さまざまな立場から労働運動に取り組

む人々が集まる中で、いくつかの新しい

試みも誕生している。たとえば、11月に予

定されている「レイバーフェスタ」は、組織

の壁を超えて映像、音楽、パフォーマンス

などを持ち寄り、労働運動の意味を再確

認しようというイベントだ。

政治的な主義主張で労働運動が盛り上

がった時代は、すでに歴史の教科書の1

ページだ。インターネットの時代の労働運

動は、主義主張も、組織の枠組みも、国

境さえも超えて、世界中の働く人すべてを

結び付けようとしている。

●次号、第4回「反グローバリゼーショ

ン」に続く

●著者プロフィール
安田幸弘（やすだゆきひろ）
本業はテクニカルライター。また、非営利活動の分野でのインターネット利用を支援するために、NGO/NPOへのボ
ランティア・コンサルタントとしても活動中。パソコン通信、インターネット、Windows、Linux、MacOSなどに関す
る著書多数。Linux雑誌「Linux Magazine」、「Linux World」などに連載記事。
著書「Zopeガイド」（毎日コミュニケーションズ）、「Apacheアプリケーションサイト構築」（オーム社）、「市民インター
ネット入門」（岩波ブックレットNo.433）ほか多数。

●筆者の近況
フリーランサーと言えば聞こえはいいが、中年フリーターの実態は日雇い職人みたいなものである。仕事にあぶれれ
ばたちまち飯の食い上げという限りなく弱い立場の労働者だ。しかしぼくは組合に入っていなかったりする。やっぱ
り「出版NETS」あたりに入ろうかなあと思う今日この頃なのです。

「レイバーネット日本」には、世界中の労働運動の最新情
報が集まっている

レイバーフェスタ2002のもよう
http://www.pmn-net.jp/laborfesta/

レイバーフェスタは、韓国やサンフランシスコでの労働者
によるフェスティバルに参加した人々によって「日本でも
こんなお祭りを」と、2002年から始まったもの。2003年
は11月8日（土）開催

首都圏青年ユニオン
http://www.seinen-u.org/

2001年、都区関連一般労働組合の青年支部として結成。
参加方法：メール、電話などで問い合わせ
連絡先：〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-33-10
東京労働会館5F 公共一般労組内
e-mail：union@seinen-u.org
TEL：03-5395-5359／FAX：03-5395-5139

サイバーユニオン
http://www.cyber-union.or.jp/

1997年、東京一般労働組合がインターネット上で労働相
談、労働運動の情報を提供する“お助けねっと”を開設、
1998年に“サイバーユニオン”を設立。
参加方法：ウェブのフォーム（http://www.cyber-union.or.
jp/mail1.htm）かメールで申し込み
連絡先：全国一般東京一般労働組合
東京都千代田区三崎町3-5-6 造船会館2階
TEL：03-3263-2460／FAX：03-3263-9957

ジャパンユニオン
http://www.jca.apc.org/j-union/

1999年、東京東部労働組合を母体とし、日本初のインタ
ーネットの労働組合としてジャパンユニオンを結成。
参加方法：メールまたはFAXで申込用紙送付
連絡先：〒125-0062 東京都葛飾区青戸3-33-3
野々村ビル1階
TEL：03-3604-1294／FAX：03-3690-1154
e-mail:j-union@jca.apc.org

レイバーネット日本
http://www.labornetjp.org/

イギリスのレイバーネットを主宰するクリス・ベイリー氏が
2000年に来日した際に構築が呼び掛けられ、2001年に結
成。
参加方法：ウェブフォーム
（http://www.labornetjp.org/join_form）またはメールで申
込用紙送付
連絡先：〒173-0036 東京都板橋区向原2-22-17-403
TEL：03-3530-8590／FAX：03-3530-8578
e-mail：labor-staff@labornetjp.org

（脚注）
*1）企業内組合ではなく、個人加盟ができる労働組合組織のこ
と。

*2）居酒屋チェーンを経営するモンテローザとの間で残業代不払
いなどに関して東京西部一般労働組合が追及、結局組合と
の間で和解が成立し、総額21億円にのぼる未払い残業代を
払わせたという。首都圏青年ユニオンなどのメンバーによって、
メーリングリストやウェブサイトなどを通じ、不買運動や抗議の
要請などが流された。

*3）交渉権、ストライキ権、妥結権を持つ労組法上の労働組合。

*4）通信手段だけで解決できるのは、あくまでも特殊なケースで、
ジャパンユニオンの場合も基本は直接交渉。

*5実は筆者もシステム構築を手伝っているので手前味噌の紹介
になってしまうかもしれないが、客観的に見てもかなりユニー
クな活動をしていると思う。

*6）パソコン通信ネット「IGC」のBBSとして、サンフランシスコの
労働運動家のスティーブ・ゼルツァー氏などが「LaborNet」を
開設。また米国最大の労組「AFL-CIO」も商用パソコン通信
ネットのCompuServeに同名のフォーラムを開設していた。

*7）クリス・ベイリー氏が、英国リバプールの港湾労働者のストラ
イキをインターネットで世界中に知らせ、世界各国の港湾労働
者が連帯ストライキで会社側を追い詰めた。

*8）アメリカ、イギリス、ドイツ、オーストリア、韓国、カナダ、オース
トラリア、日本。

*9）しばしば誤解されがちな点だが、いわゆる「反グローバリズム」
は、必ずしもグローバリズムそのものを否定するものではない。
むしろ、多国籍企業が一方的に果実を奪う現在のアンバラン
スなグローバリズムを是正し、公正な富の配分を目指そうとす
るものだ。

今月取り上げたNPO／NGO
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